
エジプト・日本 文化交流 50 周年 

 

ご挨拶 エジプトと日本の間で文化協力合意が結ばれてから 50周年を迎えました。 私はここで、エジプトと日本の両国間の友好に長年貢献してきてくださった素晴らしい人々、 友人たち、すべての人々に感謝の意を表したいと思います。 現在、両国の文化協力のあり方は、文化的関係、陰りのない信頼関係を象徴するものとなっており、 国際協力関係において指導的役割を果たしています。 エジプトと日本はともに誇るべき歴史、文化を育んできた偉大な国であり、 それによって両国の人々の文化交流も親密で、強く、深く結びついた国際交流を代表する形にあるといえましょう。 我々の文化は今までも、そしてこれからも、あらゆる分野、異なる次元で築かれてきた素晴らしい エジプトと日本の関係をより高めるための触媒となることでしょう。 両国間の文化的な関係は 1957年の文化協力合意の正式調印からではなく、 さらに時代を遡り 1862年の遣欧使節団のエジプト訪問にその端を発しています。 近年では、1988年のカイロ・オペラハウスを含む膨大な数のプロジェクトが両国の交流の証しといえましょう。 私は、今後も我々の結びつきをより堅固なものにするとともに、平和を愛する両国間において より深い相互理解の関係を築き、継続していく所存であります。

 


